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○新技術の活用について

②コンクリート構造物のうき・剥離を検出可能な非破壊検査技術（６技術）
技術名 赤外線調査トータルサポートシステム Jシステム ポール打検機 回転式打音診断支援システム【S-SJ】

技術概要 手持ち型（赤外線） 手持ち型（ハンマー＋マイク） 手持ち型（ハンマー＋マイク）

うき・剥離などの変状箇所を、赤外線法により、検出する点検技術。
コンクリート部材をポール打検機の使用により打音検査を補助、補強
する技術。

打音点検器を使用し、コンクリート表面を連続的に回転打撃し、打音
を聞き取りやすく、また、その打音波形を分析する技術。

技術名 橋梁点検支援ロボット 近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システム コンクリート構造物変形部検知システム「BLUE DOCTOR」

技術概要 アーム型（ハンマー＋マイク、赤外線併用） ドローン型（ハンマー＋マイク） 手持ち型（弾性波）

点検台車と一体になったロボットアームを使用し、赤外線サーモグラ
フィと打音検査装置との併用でうき・剥離を検出する技術

マルチコプターにより、打音検査とカメラによる目視を実施する飛行型
点検ロボットで、点検により得られた打音信号を解析技術で可視化し、
うきや剥離等の損傷検出に加え位置情報と合わせて点検調書作成を
支援する技術。

橋梁等のコンクリート構造物の浮き・剥離などの欠損部（空隙）の有・
無及び深さを、移動式衝撃弾性波法により、検知する点検技術。
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○新技術の活用について

③道路橋点検記録作成支援ロボット技術（７技術）

技術名
構造物点検ロボットシステム
「SPIDER & Giraffe」

非GPS環境対応型マルチコプターを用いた
近接目視点検支援技術

マルチコプターによる
近接撮影と異状箇所の２次元計測

マルチコプタを利用した橋梁点検システム
（マルコTM）

技術
概要

飛行型 飛行型 飛行型 飛行型

飛行型ロボットに搭載したカメラで、画像取得し、合
成画像から損傷を抽出判定し、損傷図や点検調書を
支援する技術。

UAVを用い、搭載したカメラで撮影・解析を行う近接
目視点検技術。写真上で異常箇所をトレースし、図
面と合成することで位置特定を行う。

カメラを搭載したUAVにて、橋梁の点検支援を行う技
術。

マルチコプタを用いた画像取得装置する技術。

技術名
「橋梁点検カメラシステム視る・診る」
による近接目視、打音調査等援助・補完技術

橋梁等構造物の
点検ロボットカメラ

橋梁下面の近接目視支援用簡易装置
「診れるんです」

技術
概要

車両型（アーム型） ポール型 懸架型

ロボットアームにより点検用台車を用い、近接目視、打
音検査等の援助・補完を行う技術。

タブレットにクラックスケール・L型スケールを表示する
ことができ、損傷の大きさを計測できる技術。

高欄部から吊下げられた固定したカメラを用い、橋上の
タブレットから確認でき、画像撮影・保存する技術。
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点検支援技術の開発の動向（橋梁）

公募技術 H26年度 H27年度 H28～29年度

近接目視・打音検査の
代替または支援する技術

※模擬橋梁での検証

－

点検記録作成支
援技術

① 損傷写真の撮影 － － 応募：7技術

② 損傷写真の整理 － － 応募：0技術

③ 損傷図の作成 － － 応募：0技術

④
損傷程度の評価区
分の自動判別 － － 応募：0技術

非破壊検査技術 ⑤
コンクリート構造物
のうき・はく離検出 － － 応募：6技術

応 募：31技術
技術検証：12技術

近接目視の調査
精度レベルに至らず

応 募：26技術
技術検証：17技術

10技術は実橋梁での
検証を推薦

○ H26年度より近接目視・打音検査の支援技術を公募し、技術検証を実施。

○ H28年度より点検記録作成支援技術、非破壊検査技術を公募し、応募のあった「①損傷写真の
撮影」、「⑤非破壊検査」について技術の仕様を確認し、評価結果を整理。
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定期点検の流れと公募技術の関係（橋梁）

知識と技能を有するものが実施

定期点検

• 近接目視を基本とした方法に
より損傷を把握

• 必要に応じて触診や打音等の
非破壊検査等を併用

• 施設毎に健全性の診断を
行い、Ⅰ～Ⅳの区分に分類

記録

• 定期点検、健全性の診断の結
果を記録し、これを保存

定期点検の質の向上に向けた
ニーズの例

①損傷写真の撮影

カメラで損傷画像を
撮影

⑤非破壊検査

コンクリート構造物の
うき・はく離を検査

②損傷写真の整理

損傷写真を
自動で整理

④損傷程度の評価区
分の自動判別

損傷程度の評価
区分を自動で判別

③損傷図の作成

損傷図を
自動で作成

公募技術《定期点検（法定点検）の流れ》

技
術
に
よ
る
支
援

• 外観把握が困難な水中部や狭隘
部等の状況を把握

• コンクリート内部の損傷や鋼材の
腐食、表面のうき・はく離の状況
等を非破壊で把握

• 損傷状況の評価を自動で区分し
客観的なデータとして維持管理に
活用

• 損傷を写真撮影し、画像として記
録・保存

• 損傷写真から損傷図を自動作成
し、記録作業を効率化

①損傷写真の撮影

カメラで損傷画像を
撮影

技
術
に
よ
る
支
援

※再掲
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点検支援技術の開発の動向（トンネル）

公募技術 H26年度 H27年度 H28～29年度

近接目視・打音検査の
代替または支援する技術

※模擬トンネルでの検証

－

点検記録作成支
援技術

①

変状写真の撮影
レベル１※

※ひび割れを示すチョーク
を判別

－ － 応募：4技術

②

変状写真の撮影
レベル２※

※ひび割れそのものを判
別

－ － 応募：0技術

③
変状写真台帳の整
理 － － 応募：0技術

④ 変状の自動検出 － － 応募：0技術

応 募：8技術
技術検証：2技術

近接目視の調査
精度レベルに至らず

応 募：13技術
技術検証：10技術

6技術は実トンネル
での検証を推薦

○ H26年度より近接目視・打音検査の支援技術を公募し、技術検証を実施。

○ H28年度より点検記録作成支援技術を公募し、応募のあった「①変状写真の撮影 レベル１」につ
いて技術の仕様を確認し、評価結果を整理。
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定期点検の流れと公募技術の関係（トンネル）

定期点検の質の向上に向けた
ニーズの例

公募技術

技
術
に
よ
る
支
援

• 外観把握の困難箇所の状況を
非破壊で把握

• トンネル覆工内部の状況を簡
便に把握

• トンネル内の変状を自動で検
出し把握

• 損傷を写真撮影し、画像として
記録・保存

• 変状写真から変状図を自動作
成し、記録作業を効率化

技
術
に
よ
る
支
援

③変状写真台帳の整理

変状写真台帳を
自動で整理

④変状の自動検出

変状を自動で検出

①変状写真の撮影：
レベル１

カメラで損傷画像を撮影
（ひび割れを示すチョークを判別）

②変状写真の撮影：
レベル２

カメラで損傷画像を撮影
（ひび割れを判別）

①変状写真の撮影：
レベル１

カメラで損傷画像を撮影
（ひび割れを示すチョークを判別）

②変状写真の撮影：
レベル２

カメラで損傷画像を撮影
（ひび割れを判別）

※再掲

※再掲

《定期点検（法定点検）の流れ》

知識と技能を有するものが実施

定期点検

• 近接目視を基本とした方法に
より損傷を把握

• 必要に応じて触診や打音等の
非破壊検査等を併用

• 施設毎に健全性の診断を
行い、Ⅰ～Ⅳの区分に分類

記録

• 定期点検、健全性の診断の結
果を記録し、これを保存
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点検支援技術の現場活用

○現在までに技術の公募、仕様確認を経て評価結果を公表した技術を対象に、国の定期点検の現
場で先行的に活用。

③道路トンネルの変状写真を撮影する技術

①道路橋の損傷写真を撮影する技術

②コンクリート構造物のうき・剥離の非破壊検査技術

• カメラを搭載した車両でトンネル内を走行し、覆工の

変状写真を撮影※

※レベル１：ひび割れを示すチョークを判別

• トンネルの定期点検の現場で活用

• カメラを搭載したドローンやアーム型ロボットで橋梁

の損傷写真を撮影

• 橋梁、シェッド・大型カルバートの定期点検の現場で

活用

• ドローンやアーム型の機械に搭載した打音機構や

赤外線等によりコンクリートのうき・剥離を検査

• 橋梁、シェッド・大型カルバートの定期点検の現場で

活用

技
術
の
公
募
・仕
様
確
認
を
経
て

評
価
結
果
を
公
表
し
た
技
術

国
の
定
期
点
検
の
現
場
で
先
行
的
に
活
用
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